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蒸 散 抑 制 剤

床替､造林､さし木等の発根､酒石をよくする為の薬

剤が出来ましたOこれは石油製品の副産物としてでるパ

ラフィンを乳剤化したものです｡現在市販されてV,るも

のにNPCワックス､ミクロン､グリンナ-等がありま

すD

移植.さし木､接木F等:は植物にとっては大きな手術に

あたるもので､この時には根から吸収する水分より葉両

から蒸発する水分が多V,為､植物生体内の水分開床のバ

ランスが崩れてしまV,､Lをれたり柿死しがちです.この

蒸発と吸収のアンバランスをLf7f_する為､従来､-'iT'-を切

落したりn殻をしたりしてV,ましたが､生長叉は発根に

重要な役割を果す斐面積を減少させなV,で､蒸散を抑え

る薬剤の出現が窄まれてV,ました.前に述べました薬剤

は背面からの蒸散を('Sv,皮隈によって最′日収に押え､丁

度､温宅内にある様な被綻状態にする事 がIH来るので

､vlちょうを防ぐ事が出火､ひいては発根､清市をよく

し､更に7Cの徒の座長をよくする事が出来ます｡

グ リンナー の使用二万5圭と注意

使用法につV,てでありますが,原液はタル又はバケツ

で普通5-6倍の水でよく混tt'合わせ､噴寄器を使用し

て散布します｡濃度の少し位の黙.とか散布環の多少は問

題にならない様ですし､安心して散布が出来ます｡散布

時間は早朝か夕方に行V､ 口中はLV,来る限り避けるよう

にします｡又､流失の心配がありますので降雨前は止し

た方がvIV,です｡注意する点は他の農兵類を使用し､こ

れが-たん､乾燥してから本剤を使用する事は差支えな

いのですか､他の農粟との混用は絶対に止める事です｡

又､使開後の噴宕器はよく洗い､特にノヅルの所は完全

に水洗いします｡

作 業 の 要 領

次に作業上の注意ですが､Ĵ=再えの場合は-たん掘起

し､日倭叉は作業中屋内で根の乾燥を防ぎながら散和し

ます｡滴り落ちる程かける必要はありません｡しっとりと

潤う輝度で充分ですOそして乾いた時分･植付けますo山

LF',用笛木の場合､密閉は床替えの時と同様ですが､特に

根の乾燥を防ぐ 意味から､掘眠り前散布し､乾燥後に掘坂

る様にすれば､笛木が十分水分を吸収してV,るので良V,

結果が得られます｡これは床啓の場合にも適用されます｡

さし木の場介､採集した捕縛をすみやかに円債に771'.べ

前と同じ様にしっとりと潤う様に散ltJ'します.この時､

切口にかからない様に注意しますoLかし､作業が内燃

な場合､描穂を取る前､母樹にある時に薬液を散布し､

乾燥後に採集してさし付ければ一層効果的です｡ 接木

の場合､接陣を母御から採集する前に処確すればよいわ

けです｡又､大きV,楠木の時は最小限にせん定を行って

椎､薬剤散frJ-します｡

この外に干讃予防にも同様処甥すれば､R在を使う場

合より簡便ですし､よく横糸の発達した苗木が得られま

す｡ (10ページにつづく)
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(3ページか らつづく)

以上主に林業方面-の利 用について述べたわ けです

が､農業､園芸等でも使用され､効果が硯われている様

です｡

試 験 の 一 例

私は トキワギョリ-ウ一年生山出川苗木にダ リソナー

5倍溶液の処摺試験を実施しましたが､その結果につい

て簡単に述べてみましょうO

先づ試験区は次の通 り3区に分けました｡ 一つは鋸

取 り前日散布区 ‥45本､もう-つは掘坂り後散布翌日

地内区.'50A､他の一つは無処理区 :50人です｡ こ

の際笛木の大きさ､生育状況等､大体､類似のものを試

験に用した事は申すまでもありません｡昨J'F9月26U

首里石版の苗旭で防風林造成の為に旭付け､瀧/](は植付

後根元に4地位行V,ました｡]0月24郎彬ヒ本数調鹿

をしましたが､次の様な結果か山ました｡銅板前日散在

区:5本括列三､滴TlT:(率80/Oc'､掘淑 後散布翌日植村区:

32本枯死､活着率36,%､無処理区:30本枯死､清

砧率40/Oo/､以上の通りでした0位かllglの､然かも少

なvl本数での試験ですので判定LLJ.来ませんが､銅板前散

布区の苗木が他の場合に比して2倍も良V,活右率を示し

た事は注E7すべきことでしょう.堀故後散布翌日植付区

が無処理区にくらべていくらかii',V,のは乾燥､月E]ち光線

と風の影響によるものと試験経過から推定してV,ます.

結局､苗木の種類､気象状況､作業法等 により差異が

あるわけですが､蒸散抑制､活畠促進の炎剤効果._I.)Z';ぴ

紅鮭新効果があるのではないかよ思っております｡

(大 宜 味朝 栄 )
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